
第１部会【市民協働部門】 会議概要録 

【開催概要】 

名 称：令和元年度 第４回 東区自治協議会 第１部会 

日 時：令和元年７月１２日（金）午前１０時～午後０時２０分 

場 所：東区役所 会議室Ｂ 

出席者：作左部委員、和田委員、関根委員、長谷川委員、近藤委員、月岡委員、 

野村（綏）委員、雪井委員 

     〔欠席：白井（俊）委員、後藤委員〕 

     （事務局）地域課、建設課、総務課 

     公益社団法人 中越防災安全推進機構  

【会議内容】 

１ 令和元年度区自治協議会提案事業 

「じゅんさい池自然環境保全事業」についての振り返り 

「じゅんさい池ワークショップ（意見交換会）」及び「葦・園芸スイレンの刈取

り作業」の振り返りを行い、事業の成果について話し合いました。 

 【主な意見等】 

  じゅんさい池ワークショップ 

・参加者同士で活発に意見交換することができた。参加者の満足度は高かったの

ではないか。 

・ワークショップは色々なアイディアを集めるには有効な手段だが、実際に出さ

れたアイディアを実行に移す際に、自治協、コミ協、区（市）のどこが主体と

なるのかがはっきりしないと感じた。せっかくの意見を活かし前進させる方向

で考えるべきである。 

・「じゅんさい池を子どもたちに残したい」との意見があった。 

 葦・園芸スイレンの刈取り作業 

・ワークショップでも意見があったように、次世代に残していくことを視野に入

れ、小学生でもできる作業も入れ、家族単位の参加を促すような検討も必要で

はないか。 

・葦刈取り作業は、子どもにとっては危険なので、参加させない方がよいではな

いか。葦を刈った後に、草取りや清掃をするのはよいと思う。 

・じゅんさい池に親しみ、よく知ってもらうために、子ども達から地域で行って

いる草取り等に参加してもらうのはよいことである。 

・ボランティア活動を子どもに体験させるために参加した家族がいた。地域や家

庭に向けた啓発活動をしていくべきである。 

・じゅんさい池で生息する生物の紹介をもっとした方がよい。 

・公園のまでの案内が少なく、遠方から訪れた人には分りにくい。入口の看板や

矢印表示を設置してほしい。 
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・じゅんさい池をもっと広くＰＲしたほうがよい。先日の自治協議会研修会で配

布された、北区自治協議会作成の福島潟のパンフレットを参考にしてもよい。 

・じゅんさい池に関する情報や取り組みをひとつにまとめて、今後、ホームペー

ジ等で紹介してはどうか。 

・２年間、自治協議会提案事業としてじゅんさい池の環境保全に取り組んできた。

今後は、東区全体の事業、まちづくりの一環として、区として取り組んでいっ

てほしい。じゅんさい池は観光資源であり、宝である。 

２ 東区における課題について 

今後の自治協議会提案事業の実施に向けて、区にどのような課題があるのか、

選出団体でも意見を聞き取り、次回の会議で協議することとしました。 

３ 県立大学連花祭への出展内容について 

１０月２６日（土）、２７日（日）に開催される県立大学の連花祭に出展するこ

とを確認しました。 

   内容は、防災グッズ、ハザードマップ、避難所マップを展示することとし、設

置や撤収は委員で協力して行い、広告原稿の作成は雪井委員が担当することにな

りました。 

４ 令和元年度区自治協議会提案事業 

「発災時の地域防災体制支援事業」について 

各コミュニティ協議会長へ参加希望自治会を事前照会することについては、改

めて次回の東区内地域コミュニティ協議会連絡会において、事業概要や趣旨等を

説明することになりました。 

また、ワークショップの内容や実施方法について、公益社団法人中越防災安全

推進機構の担当者と打ち合わせを行い、以下について決定しました。 

【ワークショップについて】 

・時 期： １１月頃 

・会 場： 東区プラザ ホール 

・内 容： 震度６の地震を想定し、安全な避難場所へ避難するまでの対応方法 

・実施方法：東区内をコミ協単位で３つの地域に分けて開催する 

       Ａ 山の下，桃山，東山の下，下山 

       Ｂ 紫竹中央，木戸，牡丹山，大形 

       Ｃ 中野山，南中野山，東中野山，江南 

・対象者： 東区内自治会・町内会役員 

・定 員： 各回１００名 

【次回開催日】 

日 時：令和元年８月９日（金）午前1０時～ 

会 場：東区役所 会議室Ａ 



じゅんさい池ワークショップ
（令和元年６月２６日）
グラフィック・レコーディング





令和元年度東区自治協議会提案事業

３）今後、じゅんさい池に関する事業を実施する予定ですが、それらに参加したいと思いますか？

項目 回答数 割合

参加したい 7 70.0%

どちらかといえば参加したい 3 30.0%

【内訳】自治協議会委員　　　　　１４名 どちらかといえば参加したいと思わない 0 0.0%

参加したいと思わない 0 0.0%

合計 10 100.0%

※どのような活動であれば参加したいと思いますか？

・スイレン根の撤去，セミナー等

１）本日のワークショップを何で知りましたか。（複数回答あり） ・美化運動等

・スイレン除去

項目 回答数 ・環境保全

東区ホームページ 2

東区だより 4

知人・友人 2 ４）ワークショップやじゅんさい池に関する事業についてのご意見・ご感想

チラシ・ポスター　※1 2 ・自然を残した，皆さんが喜んで集まる公園にとの結論でした。

その他　※2 2 ・Ａ～Ｇグループの発表をまとめてほしい。

合計 12 ・ブラタモリ，ワークショップ，非常に勉強になりました。とても楽しかったです。ありがとうございます。

※１　チラシ・ポスターを見た場所 ・じゅんさい池の大切さを住民・市民にもっと前向にＰＲすべきと思う。

・じゅんさい池を守る会より送付された

・じゅんさい池の東屋

※２　その他

・コミ協から

・市職員掲示板

２）ワークショップ（意見交換会）はいかがでしたか。

項目 回答数 割合

よかった 10 100.0%

どちらかといえばよかった 0 0.0%

どちらかといえばよくなかった 0 0.0%

よくなかった 0 0.0%

合計 10 100.0%

※感想

・色々な意見が聞かれ、楽しかった。

・年寄が一生懸命取り組みました。でも若い人もいましたよ。

・色々な意見があるがまとまりがある。

・予想以上に参加者が多く、驚きました。

・それぞれの発表良い。

・参加した人々の多様な意見を聞く事が出来て良かった。

　　　　 一般参加者　　　　　　　　１７名　（アンケート回答者１０名　　回収率５８．８％）

全参加者　４５名

　　　　 コミュニティ協議会委員　１４名

「じゅんさい池ワークショップ（意見交換会）」　アンケート結果

日時：令和元年６月２６日（水）午後６時３０分～８時３０分

会場：東区プラザ　多目的ルーム２
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自治協議会提案事業「じゅんさい池自然環境保全事業」 

 葦・園芸スイレン刈取り作業の概要 

日   時  令和元年７月７日（日） ９：００～１３：３０ 

場   所  じゅんさい池公園西池広場 

参 加 者  約９０名 

         自治協議会委員         １１名 

         東山の下地区コミュニティ協議会 １２名 

区役所職員  １８名 

作 業 内 容  ・園芸スイレン除去 

       ・葦刈取り 

       ・園芸スイレン及び葦等の袋詰め，運搬 

       ・ミシシッピアカミミガメの捕獲（１匹） 

       ※澤口教授（新潟国際情報大学国際学部）による砂丘湖の説明 



第２部会【福祉・教育・文化部門】 会議概要録 

【開催概要】 

名 称：令和元年度 第４回 東区自治協議会 第２部会 

日 時：令和元年７月１８日（木）午後２時～午後３時３０分 

場 所：東区プラザ 音楽練習室２ 

出席者：吉田委員、安藤委員、白井（雅）委員、太田委員、川上委員 

佐藤（恵）委員、田中委員、高橋委員、山田委員 

〔欠席：斎藤委員〕 

     （事務局）地域課、教育支援センター 

【会議内容】 

１ 東区における課題について 

  今後の自治協議会提案事業の実施に向けて、区にどのような意見があるのか意

見交換をしました。また、この議題については選出団体でも意見を聞き取り、次

回の会議で協議することとしました。 

【意見交換で出た主な課題】 

 ○公共交通 

  ・バスを利用した古町へのアクセスについて 

 ○若年層への情報提供 

  ・世代による情報取得方法の違いについて 

 ○生涯学習の機会 

  ・活動団体（サークルなど）の減少について 

  ・若い世代の参加率の低さについて 

 ○ボランティア 

  ・きっかけづくりについて 

 ○引きこもりや独居老人等 

  ・地域の人達が集まる場への参加者の減少について 

  ・交流の場等に参加するきっかけづくりについて 

【その他の意見】 

○商店街の活動があまりなく、活性化が必要 

○様々な各活動団体の情報を共有し、方向性を合わせた方がよい。 

○現在活動している人達の情報交換の場がほしい 

○子どもが本物の音楽に触れられる機会や、保育付のイベントが少ない 
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２ 令和元年度東区自治協議会提案事業 

「東区めぐり子どもバスツアー」について 

「東区めぐり子どもバスツアー」について、以下の内容を確認、検討しました。 

  ・事業概要とチラシを確認しました。 

  ・当日の出欠を確認し、役割分担を決めました。 

  ・移動中のバス車内で何をするのか検討し、簡単なクイズ等を実施することと

しました。 

  ・参加者アンケートの内容を検討し、昨年と同様にすることとしました。 

【次回開催日】 

日 時：令和元年８月５日（月）午後２時～ 

会 場：東区役所 会議室Ａ







第３部会【産業・環境部門】 会議概要録 

【開催概要】 

名 称：令和元年度 第４回 東区自治協議会 第 3部会 

日 時：令和元年７月１１日（木）午前１０時～１１時２０分 

場 所：東区役所 会議室Ｃ 

出席者：國兼委員、野村（修）委員、佐藤（清）委員、菊谷委員、木村委員、 

     貝津委員、大江委員、中川委員、眞柄委員、土田委員 

    （事務局）地域課 

【会議内容】 

１ 東区における課題について 

今後の自治協議会提案事業の実施に向けて、区にどのような課題があるのか意見

交換しました。また、この議題については選出団体でも意見を聞き取り、次回の会

議で協議することとしました。 

【意見交換で出た主な課題】 

○買い物難民対策 

・支え合いのしくみでの買い物支援について 

・移動スーパー、宅配サービス等について 

○高齢者対策 

 ・ボランティア等を受け入れない人への対応について 

○自治会・町内会等の役員不足 

・人材育成について 

・人材の発掘について 

○企業の人材不足 

 ・若い世代の関東圏への就職について 

・区内にある商工業組合等の団体間連携について 

○公共交通 

 ・JR駅のバリアフリー化について 

 ・区バス運行内容の周知について 

【その他の意見】 

○高齢者対策は、１０年後、１５年後を見据えた抜本的な仕組みづくりが必要で

はないか。 

○課題の解決には部会を横断した活動が必要ではないか。 

○市（区）が実施する事業であれば高齢者も安心して参加できる。 
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２ 令和元年度区自治協議会提案事業について 

（１）東区の農産物魅力発信事業 

東区区民ふれあい祭でのＰＲブースの出展内容について確認しました。 

（２）東区の公共交通の研究 

８月６日（火）に開催される東区地域公共交通に関する意見交換会に向け、消費

税増税に伴う区バス運賃の改定について意見交換しました。 

【主な意見】 

    ・平成２６年の消費税増税時に運賃改定を見送った経緯もあることから、今回

の運賃改定は適正だと考えられるのではないか。 

３ 東区自治協議会委員研修会について 

研修会で行うワークショップについて進行方法を確認しました。 

【次回開催日】 

日時：令和元年８月８日（木）午前1０時～ 

会場：東区役所 会議室A 


